
ネットワーク大学コンソーシアム岐阜 
 令和7年度 共同プログラム 

会場 

申込 

各回 1,200円 

（コンソ加盟機関教職員は無料） 

ホームページもしくは下記QRコードから ↓ 

※先着順とし、定員（50名）に 

なり次第締め切ります 

受講料 

講義日程 

9:00～12:00（8:40～受付開始） 

対象 
保護者、保育園・学校の教職員、福祉関係者、 

その他本プログラムの内容に関心のある方 

岐阜商工会議所 4-A会議室  【裏面参照】 

ネットワーク大学コンソー 

シアム岐阜では、専門家の 

講演により、ご家庭や学校など 

での具体的な支援の在り方や支援 

の実践事例を学び、特別な支援を 

必要とする児童・生徒・学生への 

向き合い方や支援の取り 

組み方を考えていきます。 

時間 

ネットワーク大学コンソーシアム岐阜事務室 連絡先  

TEL：058-293-3483 受付時間：9:00～17:00（土・日・祝日除く） 

  第１回 6月1日（日）  

中京大学心理学部  教授  明翫 光宜 

 発達症のある子の感情調整支援について 

 ：感情心理学入門 

  第2回 7月13日（日） 

愛知教育大学心理講座  准教授  髙栁 伸哉 

 保護者支援ペアレント・プログラムを活用した 

 子どもの理解と支援のコツ 

  第3回 9月28日（日） 

 東海学院大学人間関係学部  客員教授  寺田 道夫 

 学級や学校に生きづらさを感じる子どもの 

 心の理解と支援の手だて 

  第4回 10月19日（日）  

 名古屋学芸大学ヒューマンケア学部  講師  中島 卓裕 

 発達障害特性のある幼児・児童の遊びと休み 

 時間の過ごし方の発達と支援   

  第5回 11月30日（日） 

中部学院大学人間福祉学部  准教授  水野 友有 

 「特別支援」をひらく ～「障がい」に対する 

 新しい価値観やアプローチ～ 



発達症のある子の感情調整支援について：感情心理学入門 
中京大学心理学部臨床心理学領域 教授  明翫 光宜 

 発達症、特に自閉スペクトラム症児者は、他者のこころの理解や外の世界の認識の仕方に独自性があるだけでなく、感情

の理解の仕方・体験の仕方にも独自性があります。日常生活では、様々な要因が加わって、感情調整不全（その結果としての

パニックや問題行動）が起きてしまうことも多いかと思います。本講座では、自閉スペクトラム症の方の感情調整について焦

点をあてて、その困難さの理解と支援方法について一緒に考えたいと思います。   

 保護者支援ペアレント・プログラムを活用した子どもの理解と支援のコツ 
愛知教育大学心理講座 准教授  髙栁 伸哉 

 発達障害児者への支援として応用行動分析やペアレント・トレーニング等は有用な方法として知られていますが，保護者や

保育士・教員などの身近な支援者が生活の中でできるサポートを促進することで，子どもの理解と支援の質を底上げするこ

とにつながります。ペアレント・プログラムを活用して体験的に子どもを行動面から理解し，生活でできることを広げるため

の関わり方を考える取り組みを行います。  

学級や学校に生きづらさを感じる子どもの心の理解と支援の手だて  
寺田臨床心理学研究所 所長 / 東海学院大学人間関係学部 客員教授  寺田 道夫 

 教室場面で感覚面や学習習得面で難しさを感じるため不安定な行動を取ったり、不登校状態に陥ったりする子どもがいま

す。そのような子どもをどのように理解し、支援すれば良いか、心の発達モデルと事例を基に学びます。  

 

発達障害特性のある幼児・児童の遊びと休み時間の過ごし方の発達と支援   
名古屋学芸大学 ヒューマンケア学部子どもケア学科児童発達教育専攻 講師  中島 卓裕 

近年、幼児期から児童期の子どもの心理社会的適応において、遊びや休み時間の過ごし方の重要性が示されてきました。そ

の一方で、発達障害特性の影響からうまく遊びを通して他者とのかかわりを持ち続けられない子どももいます。様々な理由

で他者と安定したかかわりを持ちづらい子どもの理解とその支援について、近年の研究をもとに臨床現場で使える見立て

や支援について考えていきます。  

「特別支援」をひらく ～「障がい」に対する価値観やアプローチ～  
中部学院大学人間福祉学部人間福祉学科 准教授  水野 友有 

2021年の夏、国連は日本に対し、障がいのある子どもとない子どもを分離する教育をやめ、「インクルーシブ教育」を推進

するよう勧告しました。日本の教育においても、障がいや特別支援に関する新しい価値観やアプローチが求められる時期に

来ているのではないでしょうか。海外の教育事例や国内の先進的な実践を紹介しながら、「インクルーシブ教育とは」「特別支

援とは」について、受講者の皆さんとともに考える機会としたいと思います。   

第 1 回 

6/1(日) 

第 2 回 

7/13(日) 

第 3 回 

9/28(日) 

【講義会場】 

岐阜商工会議所 4-A会議室 
 〒500-8833 岐阜市神田町2-2 

 
※公共交通機関でお越しいただくか、 

 会場近隣の有料駐車場をご利用くだ 

 さい。 

第 5 回 

11/30(日) 

第 4 回 

10/19(日) 

申込受付期間 

  3/21 （金）～ 

お申し込みはフォームから！ 

すぐに手続きできます 

     ぜひご利用ください 

申込方法： 

 ホームページの申込フォーム  

 スマホからお申し込みは 

        こちら → 

お申し込み時にいただいた個人情報は、講座担当大学等と共有させていただく場合があるほか、休講など講座に関するご連絡やコンソーシアムからのイベント情報の
ご案内（同意を得た方のみ）に利用させていただきます。情報は厳重に管理し、法令上の理由など特段の事情がない限り許可なく第三者への提供はいたしません。 

①氏名（フリガナ） 

②住所 ③電話番号 ④メールアドレス 

⑤職業（学生の方は学校名と学年、コンソーシアム加盟校の方は 

機関名をご記入ください）  

⑥年齢 ⑦性別 ⑧受講希望回 

⑨講座情報の御案内（希望する または 希望しない） 
 

メールの送信先： guc@t.gifu-u.ac.jp 

-講義詳細- 

メールにてお申し込みの場合は、タイトルに【「特別な支援を必要とする

児童・生徒・学生への対応Ⅷ」講座の申込み】と記入し、下記の情報をお

送りください。 


